













研 究 会 報 告 書
課 題 番 号 56340()18
緒 首 : 三 年 間 の 研究 の まとめ と将 来 へ の展 望
今年度 は価数 揺動状 灘 に苅 す る三 年 計 音 の 捻 合 A研 究 の長 持 年度 に当 た り､そ の 意 味
で の ま とめ の 研究 会 をは じめ ､ な るべ くま とめ る方 向 の研 究 を行 ったが､次 々と新 しい様
相 が現 われ て きて ､ まだ先 は長 い と い う見 通 しが強 い｡
三 年前 の 時点 に於 いて はSAl86に典 型 的 にみ られ る4fレベル が正 にフ ェル ミ準 位上 に存
在 す る ことに よ る狭 い､従 って プ ロ トン並 に重 い､従 って あ らゆ る多 体 的ポ ー ラ ロ ン効 果
を含 ん だ､架 フ ェル ミ粒 子 の作 る価数 揺 動 的 バ ン ド状態 の 特性 が世界 的 に は興味 の中 心 に
あ り､サ ン タバ ーバ ラの 国襟会 議 に於 いて は笠 谷 を中心 とす るSll_xLaxB8系 の詳細 な 研 究
等 が一 つの 中心 テ ーマ で あ ったが ､ 日本 に於 いて は特 に理 論 を中 心 に長 い近 藤状態 の 研 究
の歴 史 が あ って ､そ れ にか らん だ 高漉度 近 藤 状 態 の研 究 に 当初 か らか な りの 重点 が あ った
前 者 に粛 して は笠 谷 を中心 と した清 力 的 な実漁 を中心 に大 きな進 歩 が あ ったか ､最 近 や
は り笠 谷 を中心 に新 た にYb812が は るか に簡 単 な系 で且 つ 更 に寄 書 な振舞 い を示 す事 が 見
出 きれ ､単 結 晶 の 作成 も 目指 した捻 合 的 な研 究 が進 行 中 で あ り､ この 間題 も将来 に引 払 か
れ る こにな った｡
Dense Kondo系 に河 して は最 も典 型 的例 で あ るCe88及 び そのLa88との合 金 を中心 に小
松 原 ､国井 ､佐藤 (憲 ) を中心 に清 力 的 な研 究 が進 め られ た. こ こで の最 大 の問題 は ドイ
ツ グル ープ とのデ ー タの 大 きな不 一 致 で あ り､ そ の原 因 も含 め て研究 は極 め て慎重 に な ら
ざ るを得 な か った が､最 終 的 に は試 料 に於 いて も (金 合金 領 域 で大 型 単鈷 晶 を作成 したの
は佐# を中心 に した我 々の方 だ けで あ る)測 定 方 法 に於 いて も (彼等 の宅 気 韻 定 に同 者 が
あ る様 に思 われ る)我 々の方 に収 束 して い ると して 良 く､ そ の鈷 兼 と して従 来 の考 え とは
逆 に初 め て の四 重 項近 藤 状 態 で あ る こ と､ そ して それ こそが 最 も典 型 的なdense Kondo的
抵 抗 の振 舞 い及 び 熊 に満 ち た相 Ⅱの存 在 を可 能 な ら しめ て い る原 因 で あ る と考 え られ るに
至 った. した っがて この様 な新 たな 見 地 に立 った全 体 の見 逢 しが今 後必要 に な ると思 わ れ
ち. な お世 界 的 な店 向 と して も興 味 辻最 近 急速 にdense Kondo或 吐 a-Ce型 異 常 に移 って お
り､特 にdense Rondo.t超 伝等 の共 有 の発 見 は新 しい縫 伝導 の 開発 の可能 性 とい う実 用面′.
の 同類 ともか らん で最 近 急 速 に多 くの研究 者 を引 き寄 せ つ つ あ る. これ らに つ いて も我 々
グル ー プ内 に於 いて理 論 ､実 敦 が 進 行 中 で あ るが ､石 川 (征 ) の ス イスか らの帰 国 は有 力
な新 たな戦 力 で あ る｡又 ､佐 藤 (蛋 ) を中心 とす るCeSixは尊 宅 性 的なdense Kondo系 と し
て ユ ニ ー クで あ るが､最 近単 括 晶 の作 成 に成功 し､今後 の発 展 が期 待 され る.
Ce7'ニ ク タイ ト､特 にCeSbとCeBiの兵 常 磁 性_は任 か赦 パ ー セ ン ト存 在 す る半金 属 的 ホ
ール との強 い其方 的p-f混 成 の` 高 次 効 果 に よ る との立 噂 での理 詮 (竹 ケ厚 ､ 高橋等 ) ､ 実I
軟 く鈴 木 ､世 良等 )両面 か らの捻 合 的研 究 が進 行 中 で あ ったが ､大 きな成 果 を収め て 噂 一
段 落 した. これ は価数 揺 動 に最 も基 本 的 なC-f混 成効 果 を投 合 的 に調 べ よ う と いう我 々の
′
ユ ニ ー クな 立場 か らの一 つの重点 項 目にな って い た も′の で あ るが ､研 究 の過 程 に於.い て
4frTと5d伝 等 電 子 のd-f混 成 が極 め て ユニ ー ク な超 高濃 度 近 ji居 (赦 %の 伝 導 電子 が100
% のCeを近さ 状 態 にす る )` を作 る と い う先 見 が あ り､更 にp-f混 成 も低塩 で は reの 異 常 も
性 を引 き起 す が高塩 で は超 高濃 度 r8近 # 状態 に転 化 して い るの で はな いか と思 わ せ る実
験 が現 われ ､更 に最 近 世 良､達 弁 等 に よ りBiをTeで 置換 したCe8ilー XTex系 で予 想 に反 して
Teの増 大 と共 に最 初 はホール 数 は減 少 す るが10%Teあ た りか ら逆 にホ ール 数 は増 大 し異常
磁性 は強 ま り更 にrB近藤状 態 に転化 して い ると思 わ れ る実敦 が現 われ ､ この系 も今 後 は
異常 磁 性 と超 高濃度 近 # との相 克 ､共 存 (違 った型 のp･f混 成 高 次 効果 の競 合 ) と い う牧
丘 か らの新 しい研 究 が発足 す る こ とに な った.
以 上 の他 にも種 々の物 質 に つ いての捻 合 的研 究 が行 わ れ て成 果 をあげ て きたが ､特 に
5f系 につ いて は4fと3dを結ぶ もの と して きわ め て 興 味深 く､鈴 木 ､ 高木 を中 心 に した試 料
作 成 グル ー ブ も鎖 つ かの試料 作 成 並び に瀦 定 を行 って きて ､竹 ケ原 等 の 理 論解析 と並 んで
p･f混成 の特徴 を示 す 幾 つか の成 果 を攻 め て きたが ､全 体 と して はや は り4f系 に主 力 を注
ぐ枯 果 とな って5f系 の研究 はむ しろ今後 に飛 発 的 発 展 を因 ると い う状況 に あ る.
青 々研 究班 の基 本 方針 と して は､第 - 回 の報 告 書 の緒 言 に述 べ た様 に先 ず長 も基本 的
な試料 作 成 グル ープ の 育成 と､そ れ に よ り出来 た純 良単 鈷 晶 を用 いた､L理 詮 も含 め た捻合
的研究 に あ る.上 記 の諸研究 に於 いて も この成果 が大 き く表 わ れ て い る｡北 か らい って､
毛利 研 (高圧 ) ､石 川 研 く中性 子 ) ､藤 村 研 く超 音 波 ) ､佐 川 才 ､石井 研 く光電 子 ) ､大
嘆 研 ､佐 々木研 く低 塩 )､安 田研 くNM 氏) ､伊 達 研 く高磁 噂 ) が夫 々世 界 一淀 の技 術 を
用 いた協 同研究 を行 うことに よ り世 界 レベ ル を抜 く賞 の 高 い成 果 が得 られ た もの で あ り､
今 後 も この 協力 防係 は更 に拡 大 強 化 され る こ とが必 要 で あ るー. 国 外 との 協 力 も世 界 的 に常
強化 して お り､青 々も特 にグル ノ ーブJL (Rossat-Mignot) ､ プ ロツ ラ フ (ス ス キ ー)､
オ ーク tJッジ (ム ーン等 ) ､エ Jrモ ン ト (ホ ワ イ ト) との 筒 に協 同研 究 を進 め た ｡理 論 も
上 記 諸研 究 に密着 した研究 を行 い､特 にCe7'ニ ク タイ トに於 い て はむ しろ理 論 主 導 型 の面
さえあ る程 で あ った が ､それ以 外 に於 いて も 山 田､芳 田の一 連 のdense Kondo系 の 扱 い､
倉 本 ､大 川 の新 しい定 式化 ､酒 井 の光 電 効 果 の扱 い､立木 ､前 川 のdense Kondo超 伝 導 へ
の試 み ､青 森のdense Kondoへ の 重 要 な アプ ロ ーチ ､舞地 の厳 密 解 ､福 山､佐宗 の 別 の負
度 か らの試 み､近 藤 のheavy particleの 扱 い､黒 田のポ ーラロ ン効 果 等 ､着 実 な進 歩 が見
られ 赴. 一方 ､基 本 とな るJtン ド計算 は穆 濠 ､長 谷 川 に よ り定 式 化 きれ大 いに活 用 され
て い るが ､更 に相 蹄 を耽 り入 れ た4fJてン Fへの拡張 の試 み が酒 井 ､播居 に よ りな さ れつつ
あ る.然 しdense Kondo の ground state は依 然 謎 で あ り､ これ もふ くめ て理 論 家 の挑 戦
を待 つ 間者 は山境 して い る状 況 で あ る.
以上 ､本研究 班 は価数 揺動 の 研究 に於 いて一応 所 期 の 目的 は達成 した と思 わ れ る.特
に試料 作 成 グル ープ の育成 ､国 内 協 力 粛 俵 の確 立 に於 いて見 る可 き成 果 が あが って い る.
然 し世 界 的 には dense Kondo の 問 題 を中心 に して ､ よ り高 い盛 り上 が りを持 って 新 しい
次 の波 が始 まろう と して お り､昔 々も Kondo 系 に対 す る種 々の有利 な立 場 を維 持 ､拡 充
し乍 らこの 波 に乗 り切 るに は更 に現 状以 上 の 密 接 な協 力 研 究 が必要 と思 わ れ る｡ しか し､
その ため に はや は り基本 とな る予 算措 置 が必 要 で あ り､青 々と して は次 に dense Rondo
を中心 課 題 とす る新 しい研究 班 の発 足 につ いて の御 協力 を お願 い した い.
な お､巻末 に､三 年 間 に発 表 され た論文 ､ 口頭 発 表 ､及 び 出版物 の リス トを掲 げ た｡
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東 北 大 学 理 学 部 物 理
桔 谷 忠 雄
吹I.sm,Yb化 合 物 系
1)anti-Th9P4型St48i9,SJ4Sb守,Yb4Sbaに お け る価 載 揺 動 状 怨
落 合 明 ､鈴 木 孝 ､ 樽 谷 忠 雄 (東 北 大 理 )
2)SJ148iOの 低 塩 高 圧 下 に お け る Ⅹ操 回 折 に よ る措 晶 及 び 電 子 構 造 研 究
中 島 哲 夫 ､ 辻 和 彦A､ 並 河 一 道▲､ 巨 海 玄 遭 B､ 高 播 博 樹C､
石 鋸 建 男C､ 鈴 木 茂 雄D､ 落 合 明E､鈴 木 孝 E､樽 谷 忠 地 E (高 工研 ､
東 大 物 性 研 ､^ 北 大 理8､静 大 理 C､ 東 工 大 理D､ 東 北 大 理 E)
3)Sr3Se4の 価 致 揺 動 時 間
田巻 明 ､後 藤 輝 孝 ､# 村 忠 姓 ､ 国 井 暁A､鈴 木 孝▲､
槽 谷 忠 雄 A (東 北 大 科 研 ､ 東 北 大 理 ▲)
4)R82C2 (R:希 土 類 金 属 ) の 物 性
笠 谷 光 男 ､根 岸 茸 司 ､ 播 磨 尚 朝 ､封 簿 ､ 樽 谷 忠 雄 (東 北 大 理 )
5)YbB12に 於 る価 数 揺 動 状 態
伊 賀 文 俊 ､ 笠 谷 光 男 ､ 樽 谷 忠 放 く東 北 大 理 )
JI.f電 子 系 以 外 の 席 数 揺 動 状 態
マ グ ネ タ イ トの 原 子 価 数 揺 動 状 態 - Mo7ecular Polaron Model一
山 田安 定 (阪 大 基 礎 工 )
Ⅲ.U化 合 物 系
ウ ラ ン プ ニ ク タ イ トの ⅣM 氏
新 妻 規 夫 ､ 高 木 滋 ､鈴 木 孝 ､ 糟 谷 忠 雄 (東 北 大 理 )
Ⅳ .バ ン ド計 算
1)AuCu母型 ウ ラ ン化 合 物 の 電 子 エ ネル ギ ー バ ン ド練 達
長 谷 川 彰 (新 卓 大 教 養 )
2)バ ン ド計 算 の 4 fレベ ル (コ メ ン ト)
播 磨 尚 朝 ､ 穆 瀬 章▲､ 樽 谷 忠 雄 (東 北 大 理 ､大 阪 府 大 投 合^)
V.理 論 ●
1) 非 対 称 ア ン ダ ー ソ ン モ デ ル の 漁 的 性 質 典 地 斐 男 く阪 大 工 )
2)Dense Kondo系 に つ い て 山 田耕 作 (京 大 基 研 )
3) 周 期 的 ア ン ダ ー ソ ン ハ ミル トニ ア ン に於 る フ エル ミ漉 休 理 絵
大 川 房 轟 く東 大 物 性 研 )
4) 自己 無 撞 着 摂 動 理 論 と そ の 低 淀 種 板 倉 本 義 夫 く東 北 大 エ )
Ⅵ . Ce化 合 物 系
1)Ce化 合 物 のDense Kondo効 果









2)CeB8のCe一希 釈 効 果
佐藤 憲 暗 ､ 国井 暁 ､槽 谷忠 地 ､毛 利 借 地 人､永 野 弘B､
住 山暗彦 ､小 黒 勇 ､S.8.Uoods(東 北 大 理 ,北 大 理A､
東大 物 性 研B､ アル バ ー タ大 C)
･3)Ce88,La86の比 魚 ､魚 伝等 ､熱 起電 力
国井 暁､C.Ayache^ ､槽 谷 忠雄 (東 北 大 理 ､CENGA)
4)Pr88及 びNdB8の磁 性 と伝専
板梼 聖 - ､青 沢 正 人▲､ 国井 暁､ 高木 滋 ､樽 谷忠 稚
く東 北 大理 ､東 北 大 科 研▲)
5)Ce7'ニ ク タイ トの異常 磁 性 とp-f混 成横様 につ いての実 集 的研 究
北沢英 明 ､世 良正 文 ､小 黒 勇 A､鈴 木 孝 ､槽 谷 忠雄
(東北 大理 ､東 大 物 性 研▲)
7)Ceプ ニ ク タイ トの異常 磁 性 高槍 寺子 ､糟 谷 忠 雄 (東 北 大 理 )
8)Ce化 合 物 の XP Sと f準 位
竹茂求 ､ 高橋音 子 ､ 酒 井 治 ､槽 谷忠 雄 (東 北 大 理 )
Ⅶ .格 子 系 お よび 電 子 -フ ォ ノン相 互 作 用
1)希 土 類 化 合物 の超 音波 溺 定
後藤 輝孝 ､ 田巻 明 ､神 田柴 三 & ､国井 暁▲､鈴 木華人､世 良 正文▲､
蕪 村 忠 雄 ､槽 谷 忠 雄▲(東 北 大 科 研 ､東 北 大 理▲)
2)Y88の 超 伝導 とフ ォ ノン
国井 暁 ､門脇 和 夫A､伊 達宗 行B､S.8.yoodsA,樽 谷忠 雄
(東 北大 理 ､ アル バ 一 夕大 物 理A､ 阪大 理 Z))
3)Ce8il_xTexとSJ86の中性 子 散 乱 実 漁 連 # 康夫 (東北 大 理 )
4) ラ ン タン六 I化物 の格 子 振 動 竹 ヶ庶 克 彦 ､糖 谷 忠 堆 く東 北大 理 )
5)混 合 原 子 価 系 に於 るポ ー ラ ロ ン効 果 の法 度 依存 性
馬 場 久 也 (東北 大 理 )
Ⅶ .高濃度 近 藤 状 態 と超 伝導 の共 存 系
1)高濃 度 近 藤越 伝等 体 石 川征 薄 く東 大 物 性 研 )
2)CetnBに おけ る高裁 度近 藤 状 態 と超 伝等
高青 竹 ､世 良正文 ､鈴 木孝 ､# 田故 三 ､樽 谷 忠雄 ､
石 川征 晴▲(東 北 大理 ､東 大 物 性 研 ▲)
3)高密 度 近藤 系 の電 子状 態 と遥 伝 尊
寺 中久 男 ､桧 浦 民房 ､黒 田義 清 く名 大理 )
4)CeCu2Si2とU8elBの超 伝等 立 木 昌 く東北 大 金 研 )
氏 .価 赦揺 動 状 態 の まとめ 樽 谷 忠 雄 (東 北 大理 )
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